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Ⅰ 趣旨

○ 年金記録問題の解決に向けて、これまで、「ねんきん特別便」等をお送りし年金記録の確認をお願いするとともに、紙台帳等と
コンピュータ記録の突合せ作業等を進めてきたが、未だ多数の持ち主不明の記録が残っている。

○ 手がかりがつかめない記録については、ご本人から心当たりの記憶を申し出ていただくことが持ち主の発見につながることから、
平成25年1月末を目途に、「もれ」や「誤り」が気になる記録についてご確認いただくキャンペーンを開始する。

（参考）

・事業名は、「気になる年金記録、再確認キャンペーン」
・キャッチフレーズは、「あなたの気になる年金記録、もう一度ご確認を」

Ⅱ キャンペーン内容

未統合記録の「ねんきんネット」による検索

なお未統合となっている記録について、「ねんきん
ネット」から、氏名、事業所名等による検索を可能と
する。

年金記録の「もれ」や「誤り」が気になる方への
確認の呼びかけ

年金記録のもれが見つかりやすいパターンや、簡単に
確認できるチェックポイントを盛り込んだパンフレット
等を活用し、記録の確認を呼びかけ。
（注）滞納事業所における資格喪失等の遡及訂正事案を含む

生活でお困りの高齢者を対象とした年金記録の発見
サポート

現役世代に比べ、統合が進んでいない高齢者を対象に、
市区町村等の協力を得て、キャンペーンの周知や年金記
録の発見を支援。

厚生年金基金記録の確認

厚生年金基金から年金を受けていた方等の厚生年金基
金記録について、遺族等の申出を受け、国のコンピュー
タ記録との突合せを行う。



４ メディア等を通じた広報

○ 未統合記録の分析結果等を基に、「年金記録確認のポイント」をまとめ、各種メディアに提供する。

○ 政府広報の積極的活用。（現在調整中：年金局と協働）（２月スタート）

（例）・新聞広告

・インターネットのテキストやバナー広告 等

Ⅲ キャンペーンの広報

１ 全個人への通知

○ 受給者（待機者）、加入者全員に対して、各種便を通して、個別にキャンペーンの周知を行う。

受給者向（ねんきんネットアクセスキー通知）（平成２５年２月～１０月）

加入者向（定期便）

（平成２５年４月～平成２６年３月）加入者全員への誕生月発送の定期便（圧着ハガキ）と節目年齢の定期便（封筒への同封）の双

方にキャンペーンの案内を盛り込む。

（平成２６年４月以降） 当分の間、節目年齢の定期便（封筒）にキャンペーンの案内を同封する。

（ただし、平成25年度は、支給開始年齢引上げや年金記録の整備の状況に鑑み、58歳について

は発出せず、平成26年度に59歳に発出する方向で検討中。）

（注）待機者については、アクセスキーと住民票コード確認とともに、キャンペーン内容を平成２５年７月～８月に発出予定。

３ ネットを通じた広報

○ ホームページは、紙面等の制約がないことを踏まえ、キャンペーンに関する全情報を分かりやすい形で掲載する。（１月末）

○ 自宅で、年金記録の確認が容易にできるよう、①自分の年金記録から「漏れ」「誤り」を探すための方法（チェックポイント）、
②ねんきんネットでの未統合記録の検索の仕方について、「手引き」を作成し、ホームページ上で提供するとともに、解説ビデオ
を作成し、YouTubeで提供する。

○ 生活にお困りの高齢者に対して、市区町村の協力を得て、生活保護等の相談窓口において、個別に年金記録の発見支援を行うとともに、
社会福祉協議会や地域包括支援センター等を通じて、チェックリストの配布を行う。

２ 市町村との連携



［参考］

○ 気づきのチャンスを増やすため、①未統合となっていた記録の４大要因（転職、旧姓、氏名相違、生年月日相違で97％）、
②１１項目のチェックポイントをお知らせするため、チェックリストを作成し、年金事務所のほか市町村、関係団体へ配布す
る。

５ 関係機関を通じた広報等（年金局と協働）

○ 年金事務所のほか、市区町村、郵便局、全国社会保険労務士会連合会、年金委員を通じて、ＰＲを図る。

※ポスター、市町村広報掲載依頼等

○ 事業主に対して、納入告知書同封パンフレットを通じて、キャンペーンの周知を要請する。

○ 関係団体に対し、ホームページや会員向け機関紙でのキャンペーンの紹介を要請する。

※関係団体・・・全国年金受給者団体連合会、全国社会福祉協議会、日本経済団体連合会等

○ その他、地域での広報活動や年金月間等のＰＲ活動の中でもキャンペーンのＰＲを図る。

Ⅳ スケジュール

平成24年11月～

平成25年1月末～
（予定）

○関係方面への協力依頼

○キャンペーン開始
・未統合記録の「ねんきんネット」による検索（機構ＨＰによる未統合記録の事業所名の検索）

＜１月末＞
・ねんきんネットアクセスキー通知等による周知
・各種広報

※年金記録回復委員会での報告及びプレス説明（１月中旬）



関係者・関係団体の案

（参考）

・全国社会福祉協議会

・全国民生委員児童委員連合会

・全国老人クラブ連合会

・日本介護支援専門員協会

・日本社会福祉士会

・日本介護福祉士会

・全国老人福祉施設協議会

・障がい者関係団体

等

○ 福祉関係

・全国年金受給者団体連合会

・全国社会保険労務士会連合会

・年金委員

・企業年金連合会

・国民年金基金連合会

等

・経済団体

・労働団体

・郵便局

・金融関係団体

・ハローワーク

等

○ 年金関係 ○ その他



「ねんきんネット」のこれまでの取組と今後の対応



「ねんきんネット」の４次リリース
１．これまでの取組

２．当面予定している新たな機能

（１）未統合記録の検索（25.1末～）

（２）現在受給中の年金について、将来の年金額の試算を可能に（25.4～）

・在職老齢年金の退職改定による年金額

・65歳到達による老齢基礎年金や老齢厚生年金の金額 等

2月

リリース

機
能
の
概
要

４次リリース３次リリース１次リリース ２次リリース

 定期便に同封する「アクセス
キー」によるユーザーIDの即
時発行

 年金未加入の期間等を強調表
示

３月 ４月 ６月５月 ７月 ８月 10月９月 11月12月 2月１月 ３月 ４月 ６月５月 ７月 ８月 10月９月 11月12月 １月 ３月

22年度 平成23年度 平成2４年度

 繰り上げ、繰り下げ、在職老
齢年金等の各種条件での見込
額試算

 国民年金特殊台帳の死亡者記
録の検索

 「ねんきん定期便」等各種通
知の電子化

 追納や後納等の納付額や見込
額試算（24.8～）

 未統合記録検索(25.1末～)

 年金受給者の見込額試算
（25.4～）

 市町村情報照会システムの統
合（25.4～）

2月

なお解明を要
する記録等

約2240万件

なお、解明された
記録のうち死亡者
等の記録約1208
万件も検索の対象

一致した情報がある場合

①該当する制度の情報を入力

・厚生年金…事業所名を入力

・国民年金…市町村名を入力

②確認結果の表示・印刷

•年金事務所

•街角の年金
相談センター

【検索】

①氏名

②生年月日

③性別

【相談】



「ねんきんネット」での未統合記録の検索（平成25年1月末予定）

なお解明を要
する記録等

約2240万件

なお、解明された
記録のうち死亡者
等の記録約1208
万件も検索の対象

一致した情報がある場合

① 該当する制度の情報を入力

・厚生年金…事業所名を入力

・国民年金…市町村名を入力

②確認結果の表示・印刷
•年金事務所

•街角の年金
相談センター

【検索】

①氏名

②生年月日

③性別

【相談】

※ 事業所名の入力が容易となるよう、日本年
金機構ホームページで公開する予定の未統合
記録の事業所名（約140万社）を検索可能
とする。

（※）



日本年金機構ホームページでの未統合記録の事業所名の確認イメージ

未統合記録の
事業所

約140万社

表示イメージ

・都道府県別

・50音順

に表示




